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マニュアル

ご利用マニュアル
（ 用）

2025.4.11

※画面は開発途中のものです。実際とは仕様が異なる場合があります。
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中学校向け 重点事項の確認教材
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ご利用マニュアルの内容

• ご利用マニュアルの内容…2

• 「要点まとめチェック」の紹介…３～４

• まなびボックスプラスとSingブック…５～６

• 要点まとめチェック お申込みからご利用までの流れ…７

①初期設定と教師アカウントの作成と配付【学校管理者】…８～１４

②教師アカウント初期設定と生徒アカウント作成と配付
【全先生共通】…15～２７

③年度更新とクラス替え【全先生共通】…28～31

④「要点まとめチェック」の利用【全先生・生徒共通】…32～39

⑤「要点まとめチェック」の課題配信と利用状況確認
【全先生共通】…40～４6

・サポートサイトとお問い合わせ窓口…47
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重点事項の確認教材「要点まとめチェック」※中学校向け



4

重点事項の確認教材「要点まとめチェック」※中学校向け
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①アカウント作成（教師用・生徒用）
⇒先生と生徒の紐づけ
⇒GoogleやMSアカウントとの連携

②課題の配信
③教材利用状況の確認

と

は、 という電子書籍システム上で

閲覧・利用いただきます。

は、生徒の教材活用状況を記録し、生徒自身の振り返りや

先生による学習状況の確認、課題配信に使う学習管理システム（LMS）です。

電子書籍上の付箋やマーカー、メモや閲覧履歴をクラウド上に保持するために
でのアカウント登録が必要です。

①「まなびボックスプラス」との
アカウント連携（シングルサインオン）

②教材の閲覧、利用
⇒マーカーやメモ、付箋などの記録
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と

先生用画面 生徒用画面
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新学社より、アカウント
情報と学校用マニュア
ルをお送りいたします。

学校管理者にて、初期パスワード
の変更、クラス作成、各先生のア
カウント作成をお願いいたします。

生徒にて、初期パス
ワードの変更、シング
ルサインオン設定等
をお願いいたします。

お申込みからご利用までの流れ

学校
管理者新学社

教育
委員会 生徒新学社 全先生

全先生
生徒

各先生にて、初期
パスワードの変更、
クラス設定、生徒
アカウント作成を
お願いいたします。
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①初期設定と
教師アカウントの作成と配付

【学校管理者】

p.8～14は学校管理者先生用の内容です。
学校管理者以外の先生は
p.15以降をご参照ください。
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１.【学校管理者】ログインとパスワード変更（初回のみ必須）

●教育委員会から届いた学校管理者用IDと仮パスワードを使ってログインし、
パスワードの変更を行います。

以下の「まなびボックス＋ログイン」へアクセスしてください。

https://manabi-box-plus.sing.jp/teacher/login

①教育委員会から届いた学校
管理者用IDと仮パスワードを
入力します

②ログインをクリック

③仮パスワードを入力します

④新しいパスワード
を入力します

⑤「更新」をクリック
します
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●「クラス管理」タブで、クラスの設定をします。
※「クラス」情報がないと、次の教師アカウント作成に、どのクラスの担任かを登録できません。

２.【学校管理者】クラス情報登録

③「クラス追加」ボタンを
クリックします。

タイトル左のマークは、「まなびボックスプラス」画面
左のバーのどのボタンを押すと、このマニュアル内の
画面が開くかを示しています。

①設定画面を開きます。

設定_クラス管理 画面

②クラス管理を開きます。

●新学社LMS「 」にログインすると、ホーム画面が表示されます。

●画面左下の歯車マーク をクリックして設定画面を開きます。

⑧上記を入力・選択したのち、保存をクリックします。

④年度は西暦4桁を半角
数字でご入力ください。

⑦生徒用画面のヘッダーに登録
済みの生徒の名前を表示すると
きはチェックマークを入れます。

⑥組名は、生徒の学籍番号を登録されない場合は、
必ず半角英数字でご登録ください。
（生徒のログインIDの一部として使用します）

⑤学年はドロップ
ダウンで選択して
ください。

半角英数字の組名でない場合、学籍番号がな
いと生徒のcsv一括登録ができません。

クラス情報は、後から変更する
ことができません。
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３.【学校管理者】教師アカウントの作成

②CSVテンプレートをダウンロードし、以下を参考に入力します。

設定_教師アカウント管理 画面

教師登録用CSVテンプレート（★は必須項目。青網の部分は入力しない。）

●CSVテンプレートを使って、教師アカウントの登録をします。

複数名の教師用アカウントを作成される場合のや
り方です。一人ずつご作成される場合は
次ページをご参照ください。
CSVご作成用のExcelフォーマットを本マニュアル
とともにお送りしておりますので、ご活用ください。

①教師アカウント
管理を開く

★教員番号…ログインIDの一部に使用します。学校管理者の先生は「登録年度（「2025」等）」＋「0001」にしています。
「登録年度」＋「0002」～など、学校管理者と重複のないようにご入力ください。

★姓・名…必須項目ですが、姓：教師、名：１など、仮称でもご利用可能です。
・担任クラス年度…当該年度の西暦４桁を半角数字でご入力ください。
・担任クラス学年…「1」～「3」までの数字を半角でご入力ください。
・担任クラス組名… p.10で作成したクラスの組名をご入力ください。（生徒の学籍番号を登録しない場合は半角英数字で）
・分掌…「学年主任」「教務主任」など、学校内での職務分掌を入れることができます。
★教科…必ず「国語」はご登録ください。複数登録も可能です。複数教科登録時は、教科の間を「_」（アンダーバー）でつないで

ご入力ください。（例：国語と数学の場合「国語_数学」）⇒「要点まとめチェック」は「国語」の教材として登録しています。
★ロール…「教師」をご入力ください。
・メールアドレス…「学校管理者（管理者）」以外は不要です。
★パスワード…初期パスワードの指定ができます。CSV登録時は必須項目となります。

半角英数記号を使い、8桁以上でご入力ください。（例：「T２０２５０００２」など、教員番号のあたまに「T」を加える、など）
なお、初期パスワードは、最初のログイン後に変更いただく必要があります。

③CSV追加をクリックし、作成したファイル
を選択して、登録します。
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３.【学校管理者】教師アカウントの作成

②追加 をクリック

③名前などの必要事項を入力し、保存します。

CSVテンプレートをダウンロードして、一括で登録することもできます。
（複数の先生アカウントを作られる場合は、csvでの登録を推奨します。
くわしくは前ページをご参照ください。）

教員番号はIDの一部に使用します。
「2025」（年度）+「0001」など、
個別の番号になるようご入力下さい。

設定_教師アカウント管理 画面

教師登録に必要な項目について（★は必須項目）

★名前…「姓」「名」の入力が必須です。（姓：教師、名：１など、仮称でもご利用可能です）
★教員番号…ログインIDの一部に使用します。学校管理者の先生は「登録年度（「2025」等）」＋「0001」にしています。

「登録年度」＋「0002」～など、学校管理者と重複のないようにご入力ください。
（・担任クラス年度…当該年度が表示されています）
・担任クラス学年…p.10で登録したクラスの学年から選択してください。
・担任クラス組名…p.10で作成したクラスの組名をご入力ください。（生徒の学籍番号を登録しない場合は半角英数字で）
・分掌…「学年主任」「教務主任」など、学校内での職務分掌を入れることができます。
★教科…必ず「国語」はご登録ください。複数登録も可能です。 ⇒「要点まとめチェック」は「国語」の教材として登録しています。
★ロール…「教師」をご選択ください。

●「教師アカウント管理」タブで、教師アカウントの登録をします。

複数の教師用アカウント作成の場合は、
前ページをご参照ください。

①教師アカウント
管理を開く

この画面で一人ずつの登録をされた場合、初期パスワードはランダムな英数字になります。
初期パスワードの確認方法は、p.14をご参照ください。

⇒なお、複数の先生アカウントを作成・案内される場合は、CSVテンプレートを使った一括登録を推奨いたしますので、
前ページをご参照ください。

この画面で教師の追加、登録済の教師の担
任クラスや担当教科等の変更等が行えます。
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●先生アカウント情報は、教師アカウント管理画面で行います。

４.【学校管理者】教師用アカウントの確認と登録情報の変更

③教師アカウントの「氏名」「担任クラス」「担当教
科」を変更するときは鉛筆マークをクリックします。

①教師アカウント管理画面を開き、
検索ボタンをクリックします。

②登録済の教師アカウントの一覧が表示されます。

設定_教師アカウント管理 画面

④情報を更新し、「保存」
ボタンをクリックします。

登録後の教員用ログインIDは、以下のルールで作成されます。
本システム用学校コード（７桁の数字）＋アルファベットの「T」＋教員番号

（８桁）＋重複防止のための数字（２桁）
⇒「重複防止のための数字」は、教員番号の重複がなければ「01」、重複が
あれば「02」～が自動付与されます。

例）学校コードが「9900102」で、教員番号を「20240001」で登録した
場合
（登録時に同じ教員番号の先生がいない場合）
先生のログインID：9900102T2024000101

学校管理者の先生のご自身の担当教科
も、この画面からご追加ください。「国語」
の設定がないと、「要点まとめチェック」
の閲覧ができません。
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●一般の先生のパスワードリセットは学校管理者の教師アカウント管理画面から行います。

５．【学校管理者】教師アカウントのパスワードリセット

③教師情報の編集画面下のパス
ワードリセット欄にチェックマークを
入れて「保存」すると、新しいパス
ワードが表示されます。
新しいパスワードをコピーして、先
生にお伝えください。

先生がパスワードを忘れた
場合の対応方法です。

学校管理者の先生の場合は、ログイン画面の「パスワードを忘れた方は
こちら」をクリックいただき、お申込み時の学校の代表メールアドレスを
入力し、メール送信ボタンをクリックいただくと、ご入力いただいたメール
アドレスにパスワード再設定のメールが届きます。

教師用パスワードは、リセット
すると、初期設定のときとは
異なるものに変更されます。

設定_教師アカウント管理 画面

①教師アカウント管理画面を開き、
検索ボタンをクリックして教師一覧
を表示します。

②パスワードリセットを求めている
先生の鉛筆マークをクリックします。

登録されている学校の代表メールアドレスと異なるメールアドレスを
入力されると、エラーメッセージが表示されます。メールアドレスを
忘れた場合は、教育委員会にご確認ください。
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②教師アカウント初期設定と
生徒アカウント作成と配付

【全先生共通】

学校管理者以外の先生はこの
ページ以降をご参照ください。
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●学校管理者の先生から配布された教師用IDと仮パスワードを使ってログインします。

以下の「まなびボックス＋ログイン」へアクセスしてください。

https://manabi-box-plus.sing.jp/teacher/login

１.【学校管理者以外の先生】ログイン

①学校管理者から配付された
教師用IDと仮パスワードを入
力します

②ログインをクリック

③仮パスワードを入力します

④新しいパスワード
を入力します

⑤「更新」をクリック
します

ご自身でパスワード変更されたあと、パス
ワードを忘れた場合について、学校管理者
のみこちらのボタンから変更します。
管理者以外の先生は、学校管理者画面から
パスワードリセットを行いますので、学校管
理者の先生にお問い合わせください。
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●新学社LMS「 」にログインすると、ホーム画面が表示されます。

●画面左下の歯車マーク をクリックして設定画面を開きます。

２.【全先生共通】初期設定
（パスワード変更・Singブック連携・シングルサインオン連携）

①ホーム画面の左下歯車マークをクリック

３．MSやGoogleのアカウン
ト連携を行うと、次回ログイン
以降はMSやGoogleのアカ
ウントでログイン可能です。

２．Singブック「連携」ボタンをクリック
するとシステム連携されます。

１．氏名とパスワードはここから更新可能です。
（担任クラス・担当教科・分掌は学校管理者
のみ変更可能です。）

HOME画面

設定_アカウント設定画面

タイトル左のマークは、「まなびボックスプラス」画面左のバーのどのボタンを押すと、
このマニュアル内の画面が開くかを示しています。

この画面で、以下３つの初期設定を行います。（くわしくは次ページをご参照ください）
１．【学校管理者以外の先生】初回ログイン時のパスワードの変更
２．「要点まとめチェック」をご利用のための「Singブック」連携設定
３．GoogleかMicrosoftアカウントをお持ちの場合は、シングルサインオンの連携設定
⇒以後、 GoogleやMicrosoftのアカウントを使って、「まなびボックスプラス」のID・PW
入力なしで、ログイン可能となります。
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⑤MSやGoogleのアカウント連
携を行うと、次回ログイン以降は
MSやGoogleのアカウントで
ログイン可能です。

③Singブック「連携」ボタンをクリックして、
システム連携させてください。

①パスワード更新をクリックします。

②現在のパスワード
と新しいパスワードを
入力し、更新します。

④「未連携」が「連携済」
に変わります。

Singブックに連携させることで、先生のアカウントから、
「要点まとめチェック」の教材閲覧が可能になります。

設定_アカウント設定画面

２.【全先生共通】初期設定
（パスワード変更・Singブック連携・シングルサインオン連携）

教育委員会の許可や設定変更が必要な場合があります。
「…アカウントを連携」のボタンをクリックしても、うまく
連携できない場合は、教育委員会にご確認ください。

２回目以降のパスワード更新は、
この画面で行います。

この操作は必ず
行ってください。

「Singブック」との連携は、教材閲覧に必要です。

SingCBT「連携」ボタンは、「singCBT」対応教材
ご使用の際に使用するボタンですので、操作不要です。
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●「クラス管理」タブから、ｃｓｖファイルを使った生徒の一括登録を行います。

３.【全先生共通】生徒アカウント情報の登録

設定_クラス管理 画面

②CSVテンプレート ダウンロードから
生徒追加用テンプレートをダウンロードします。

生徒追加用テンプレート

【参考】生徒変更用テンプレート

生徒追加用テンプレート（★は必須項目）

★年度…当該年度の西暦４桁を半角数字で入力
★学年…「1」～「3」までの数字を半角で入力
★組名…作成済のクラスの組名を入力
⇒学籍番号を入れない場合は半角英数字で入力

★出席番号…半角数字で入力
・姓・名…必要に応じて入力
・学籍番号…入学から卒業まで一貫して使う番号を
入力しておくと、進級時のクラス替えに利用可能
（桁数制限はありません）

★入学年度…中学１年時入学年度（西暦４桁）を
半角数字で入力

★ ★ ★ ★ ★

③生徒追加用のCSVテンプレートに生徒の情報
を入力します。

教師アカウントの場合、名前（姓・名）は
必須ですが、
生徒アカウントの場合、
名前（姓・名）は必須ではありません。

①設定のクラス管理画面を開きます。

男子と女子で名簿が別で、それぞれ出席番号が
「1～」の場合、後半のグループを「31～」にする
など、重複しない番号にしてください。

CSVご作成用のExcelフォーマットを本
マニュアルとともにお送りしておりますの
で、ご活用ください。
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⑤作成済みのCSVファイルを選択して、開くをクリックします。

④「生徒CSV追加」をクリックします。

追加された生徒アカウントは、生徒アカウント管理タブを
クリックすると確認できます。（次ページ参照）

⑥「実行」をクリックすると、生徒が追加登録されます。

３.【全先生共通】生徒アカウント情報の登録
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①生徒アカウント管理画面を開き、確認したいクラスを選択し、検索ボタンをクリックします。

設定_生徒アカウント管理 画面

●生徒アカウント登録後、「生徒アカウント管理」タブで、生徒アカウント情報の確認が行えます。

４.【全先生共通】生徒アカウント情報の確認

②そのクラスに所属している生徒の一覧が表示されます。

生徒のログインIDと仮パスワードは、以下のルールで自動生成されます。
１．学籍番号を登録しない場合
ID… 「学校コード（7桁の数字）※」＋「入学年度（下２桁の数字）」＋「登録時の学年（1桁の数字）」

＋「登録時の組（英数字）」＋「登録時の出席番号（数字）」＋重複防止のための数字（２桁※※）
仮パスワード… 「入学年度（下２桁の数字）」＋ 「_（アンダーバー）」

＋ 「登録時の学年（1桁の数字）」 ＋ 「_」＋「登録時の組（英数字）」 ＋ 「_」
＋「登録時の出席番号（数字）」

例）学校コードが「9900102」で、2024年度の２年01組01番の生徒の場合
ID…9900102２３２０１０１０１ PW…23_2_01_01

２．学籍番号を登録した場合
ID… 「学校コード（7桁の数字※）」＋「学籍番号（英数字）」＋重複防止のための数字（２桁※※）
仮パスワード… 「学籍番号（英数字）」
例）学校コードが「9900102」で、2024年度の２年01組01番、学籍番号10001の生徒の場合

ID… 99001021000101 PW… 10001
※学校コードは、６桁のコード＋「２（中学校を表す数字）」の７桁になります。
※※「重複防止のための数字」は、学籍番号の重複がなければ「01」、重複があれば「02」～が

自動付与されます。

生徒のパスワードは「仮パスワード」です。
最初のログイン時に、パスワードを変更する
画面が表示されます。
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①生徒アカウント管理画面を開き、追加や変更をしたい生徒のいる
クラスを選択し、検索ボタンをクリックします。

③-2 転出などで生徒情報を削除したい
場合は、ごみ箱マークをクリックします。

設定_生徒アカウント管理 画面

●「生徒アカウント管理」タブで、生徒アカウント情報の編集（追加・削除・変更）が行えます。

５.【全先生共通】生徒アカウント情報の編集（追加・削除・変更）

②そのクラスに所属している生徒の一覧が表示されます。

③-3 生徒情報を編集したり、生徒がパスワード
を忘れて初期化したりするときは、鉛筆マークを
クリックします。
（生徒がパスワードを忘れた場合の対応方法は
p.24参照）

③-1 転入などで、クラスに生徒を追加し
たいときは、「追加」をクリックします。
（p.23参照）
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●「生徒アカウント管理」タブで、生徒アカウントの追加をします。

５.【全先生共通】生徒アカウント情報の編集（生徒の追加）

設定_生徒アカウント管理 画面

①生徒アカウント管理画面を開き、追加ボタンをクリックします。

②追加する生徒の名前などを入力し、保存します。

生徒アカウントの場合、
名前は必須ではありません。

学年・組・出席番号が同じ生徒がいる場合は、
「出席番号が重複しています」というエラーメッセージ
が出て、登録できません。

転入生など、少人数の生徒を追加する場合は、この画面
から追加してください。
教材利活用後にcsvで生徒追加を行うと、csvで追加し
た生徒のみ使えない教材が出るおそれがあります。
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５.【全先生共通】生徒アカウント情報の編集（生徒情報の確認･変更）

生徒がパスワード変更後にパスワードを
忘れた場合の対応方法です。

③該当の生徒の行の一番右にある鉛筆マー
クをクリックし、アカウント情報の編集画面を
開きます。

④パスワードをリセットのチェック
マークを入れて、「保存」ボタンを
押すと、パスワードが初期設定と
同じものに変更されます。

⑤画面に表示されるパスワードを
コピーし生徒に伝えてください。

設定_生徒アカウント管理 画面

①生徒アカウント管理画面を開き、パスワードを忘れた
生徒のいるクラスを選択し、検索ボタンをクリックします。

②そのクラスに所属している生徒の一覧が表示されます。
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●「クラス管理」タブで、クラスごとに「Singブック」とのアカウント
連携を行います。

※連携されていないと、生徒が教材（「要点まとめチェック」）を利用することができません。

②クラスの連携状況を確認します。
「Singブック」が「作成済」になっていないと、生徒が教材を利用する
ことができませんので、「未作成」の場合は、以下の操作を行って、
「作成済」にしてください。

設定_クラス管理 画面

③連携させたいクラスの行をクリックし、クラス情報の編集画面を開きます。

④「連携」ボタンをクリックし、「作成済」になるようにしてください。

６.【全先生共通】クラスごとのＳｉｎｇブック連携 この操作は必ず
行ってください。

①クラス管理画面を開きます。

この操作は、生徒の追加や
削除など、クラス情報の更新
の都度、行ってください。

CBTグループの「連携」ボタンは、
「singCBT」対応教材ご使用の際に
使用するボタンですので、操作不要です。
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●生徒アカウントのID・仮パスワードとログイン用URLを印字したPDFを出力することができます。

７.【全先生共通】生徒用アカウント情報の出力

② 「PDF」ボタンをクリックすると、該当クラス
全員の配付用PDFが出力されます

設定_クラス管理 画面

生徒用のアカウント情報をPDF
で出力することができます。

生徒のパスワードは「仮パスワード」です。
最初のログイン時に、パスワードを変更する画面が
表示されます。
（IDと仮パスワードの生成ルールは、p.21参照。）

①クラス管理画面を開きます。

配付用PDFのサンプル
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●以下のような共通の文面で、生徒アカウントとログイン用URLを
メール等で生徒に配信することも可能です。

８.【全先生共通】生徒用アカウント情報のメール等での配信

XX中学校のみなさんへ
新しいタブレット端末には、「要点まとめブック」というデジタルブックがついています。
「要点まとめブック」を使うために、「まなびボックスプラス」にログインすることが必要になります。
「まなびボックスプラス」は、みなさんが「要点まとめブック」を使って学習した記録が残りますので、
ブック上で残したメモや付箋、マーカーなどのほか、いつ、どのくらい学習したのかの記録も残ります。
アクセス方法は以下の通りですので、このメールが届いたらできるだけ早くログインしてください。
【重要】最初にログインしたときに、必ず、パスワードを、自分にしかわからないものに変更してください。
「まなびボックスプラス」を、学びのふりかえりや自己調整に活用していきましょう！
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
ログインURL：https://manabi-box-plus.sing.jp/
 ユーザーID： 9900102242●●△△01
 パスワード ： 24_2_●●_△△
（IDとパスワードの●●のところは「組」、△△のところは「出席番号」を半角数字で入れてください。

1～9組や1～9番の人は「01」～「09」で入れましょう。A組の場合は「0A」と入れましょう。）
例…2組5番の人

ユーザーID： 9900102242020501
パスワード： 24_2_02_05

アカウント情報の生徒への配付は、
メール等で行うことも可能です。

生徒のパスワードは「仮パスワード」です。
最初のログイン時に、パスワードを変更する画面が表示されます。

生徒のログインIDと仮パスワードは、以下のルールで自動生成されます。（p.21参照）
１．学籍番号を登録しない場合
ID… 「学校コード（7桁の数字）」＋「入学年度（下２桁の数字）」＋「登録時の学年（1桁の数字）」

＋「登録時の組（英数字）」＋「登録時の出席番号（数字）」＋重複防止のための数字
仮パスワード… 「入学年度（下２桁の数字）」＋ 「_（アンダーバー）」＋ 「登録時の学年（1桁の数字）」 ＋ 「_」＋「登録時の組（英数字）」 ＋ 「_」

＋「登録時の出席番号（数字）」
２．学籍番号を登録した場合
ID… 「学校コード（7桁の数字）」＋「学籍番号（英数字）」＋重複防止のための数字
仮パスワード… 「学籍番号（英数字）」
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③年度更新とクラス替え
【全先生共通】
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●「クラス管理」タブで、新年度のクラスの設定をします。

１.【全先生共通】クラス情報登録

③「クラス追加」をクリック
します。

①設定画面を開きます。

設定_クラス管理 画面

②クラス管理画面を開きます。

⑧上記を入力・選択したのち、保存をクリックします。

④年度は西暦4桁を半角
数字でご入力ください。

⑦生徒用画面のヘッダーに登録
済みの生徒の名前を表示すると
きはチェックマークを入れます。

⑥組名は、生徒の学籍番号を登録されない場
合は、必ず半角英数字でご登録ください。
（生徒のログインIDの一部として使用します）

⑤学年はドロップ
ダウンで選択して
ください。

クラス情報は、後から変更する
ことができません。

半角英数字の組名でない場合、学籍番号が
ないと生徒のcsv一括登録ができません。



30

●「クラス管理」タブから、ｃｓｖファイルを使った生徒の一括クラス替え登録をします。

２.【全先生共通】年度更新とクラス替え

設定_クラス管理 画面

②CSVテンプレート ダウンロードから
生徒変更用テンプレートをダウンロードします。

生徒変更用テンプレート
③CSVテンプレートに生徒のクラス変更情報を入力します。

①クラス管理画面を開きます。

（★は必須項目、□のみか●をすべて入れるか、いずれかの入力が必要）
★年度…新年度の西暦４桁を半角数字で入力
★学年…新年度の学年を「1」～「3」までの数字を半角で入力
★組名…新年度用に作成済のクラスの組名を入力（桁数制限なし）
⇒学籍番号を入れない場合は半角英数字で入力

★出席番号…新年度・新クラスでの出席番号を半角数字で入力（桁数制限なし）
□学籍番号…前年度に学籍番号を登録していれば同じ番号を入力
●前年クラス年度…前年度の西暦４桁を半角数字で入力
●前年クラス学年…前年度の学年を「1」～「3」までの数字を半角で入力
●前年クラス組名…前年度の組名を入力（半角英数字）
●前年クラス出席番号…前年度のクラスでの出席番号を半角数字で入力

★ ★ ★ ★ □ ● ● ● ●
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⑤作成済みのCSVファイルを選択して、開くをクリックします。

④「生徒CSV追加」をクリックします。

年度更新された生徒情報は、生徒アカウント管理タブを
クリックすると確認できます。（p.21参照）

※ 昨年度から利用されている場合、生徒のログインIDやPWは
変更されませんので、生徒への追加連絡は不要です。

※クラス情報の変更（進級・クラス替え）をしなくても、生徒は同
じID・PWでログイン可能です。

※生徒が中学校を卒業すると、アカウント情報は自動的に削除
されます。

⑥「実行」をクリックすると、生徒情報が年度更新されます。

２.【全先生共通】年度更新とクラス替え
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④「要点まとめチェック」の利用
【全先生・生徒共通】



33

生徒の画面では「がくしゅう」の「自分から」のタブから、
いつでも「要点まとめチェック」に取り組めます。

生徒用トップ画面

HOME画面

１.【全先生・生徒共通】教材の利用

「Singブック」のアイコンが表示されない場合は、「Singブック」
との連携操作が行えていないと考えられます。教師用の場合は
p.18、生徒用の場合はp.25をご参照のうえ、「Singブック」との
連携を行ってください。

先生の画面では「HOME」画面の「連携教材・サービス」
タブの「Singブック」アイコンから、「Singブック」の
トップページを開くことができます



34

Singブックトップ画面

２.【全先生・生徒共通】Singブックの開き方

トップ画面から「要点まとめチェック」の
表紙を選んで、タップします。

「要点まとめチェック」の目次が開きます
ので、見たい教科を選択します。
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３.【全先生共通】Singブックの機能（公開・非公開設定）

①トップ画面（本棚）から教材の表紙
画像下の「公開設定」をクリックします

教師用Singブックトップ画面

③非公開にするページを設定し、
「保存」をクリックします

「範囲を追加する」ボタンで複数
の範囲の設定が可能です

クラスごとに設定する必要がありますが、同じ設定で
同じ学年全クラスに反映させることも可能です

「要点まとめチェック」は初期設定が全ページ
公開です。任意のページを非公開にすること
も可能です。

「非公開範囲」を削除すると、該
当のページが「公開」されます

②公開・非公開設定をしたい学年・クラスを選択します
学年・クラスを選択すると、現状の設定内容が表示されます
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Singブック 「要点まとめチェック」教材画面

手書きメモや付箋を残すことができます。

ここをクリックすると、表示
ページにブックマークが
つきます。

ページのサムネイル画像、テキスト検索、
ブックマークページ、メモ一覧、付箋一覧
などを表示することができます。

１問ずつ解答欄をタップすることで、解答
の表示・非表示の切り替えができます。
ページ上部の「解答」ボタンから、ページ
内の全小問の解答の表示・非表示を
一括で切り替えることも可能です。

４.【全先生・生徒共通】Singブックの機能（教材画面）

ここをクリックすると、「理解度」の
記録が残せます。（次ページ参照）
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●要点まとめチェック

2～3

4～5

6～7

8～9

10～11

世界の姿，日本の姿、世界各地の人々の生活と環境

アジア州，ヨーロッパ州

アフリカ州，南北アメリカ州，オセアニア州

地域調査の手法

世界と日本の自然・人口・資源と産業・結びつき

Singブック 「要点まとめチェック」理解度記録画面

５.【全先生・生徒共通】Singブックの機能（理解度記録画面）

②「理解度を保存する」をクリックすると、
「まなびボックスプラス」に保存されます

①採点後、単元別の理解
度ボタンをクリックします

単元別の理解度は、中学卒業まで
残り、先生からの確認も可能です。

解説解答のページを閲覧しただけでは「学習日」
や「学習回数」は記録されません。
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●本棚画面の表紙画像をタップすると、デジタルブックの紙面が開きます。
以下の⑥のボタンで切り替えない限り、「移動モード」で表示されます。

理解度を記録する
画面が開く⑦付箋を貼ることができる

…左のボタンで付箋の表示/非
表示を切り替えることができる。
右のボタンで、場所を選択して付
箋を貼ることができる

タップすると、このページに
ブックマークがつく

６.【全先生・生徒共通】 Singブック画面の説明_紙面（移動モード）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

①サムネイル…各ページを
小さな画像で一覧できる
②検索…ブック内のテキス
ト検索ができる
③ブックマーク…ブックマー
クをつけたページの一覧が
表示される。右上の★をク
リックすると、表示中のペ
ージにブックマークがつく
④ペンデータ読込…過去に
記録した手書きのペンデー
タの再表示ができる
⑤付箋一覧…過去に
記録 した付箋データの
一覧が 表示される

⑥「移動」モードと「ペン」モードの切り替えができる
…下に現在のモードが表示される。下の表示は右下
のボタンで表示/非表示を切り替えることができる

⑧表示ページの選択ができる
⑨紙面の拡大・縮小ができる
⑩紙面を幅か高さのいずれかに合わせて表示できる
⑪全画面表示にできる

付箋の「保存」期間は年
度末までです。
先生と生徒で内容を共有
することはできません。
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④ペンデータ読込…
過去に記録した手書
きのペンデータの再
表示ができる

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

①～④で線の種類を選択
①自由線と直線
②色
③通常のペンと蛍光ペン
④線の細さ

⑤消しゴムモード
⑥前に戻す/やり直し
⑦ページ内のペンの全削除

⑧保存
⑨別名で保存

●⑥の右側のボタンをタップすると、「ペンモード」になります。

７.【全先生・生徒共通】Singブック画面の説明_紙面（ペンモード）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

⑧か⑨で「保存」しておかないと、ペンデータが
消えますので、必ず「保存」しておいてください。
ペンデータの「保存」は年度末までです。先生と
生徒で内容を共有することはできません。

中央の「ペンモード」
マークを消したい
場合はここをタップ
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⑤「要点まとめチェック」の
課題配信と利用状況確認

【全先生共通】
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１.【全先生共通】課題の設定
教材のページを指定し、課題として配信する
こともできます。
まずは、課題名をつけて、教材を選択します。

課題配信画面

①課題配信画面を開き、学年を選択し、
生徒に伝えたい課題名を入力します。

②教材追加をクリックします。

③教材追加タブで
教科「国語」、教科書教材「要点まとめチェック」を

選択します。

⑤「教材候補表示」をクリックします。

④課題に出したい単元範囲を選択します。

課題名の入力は必須です。
あとで変更することも可能です。
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１.【全先生共通】課題の設定

課題配信画面

②締め切り欄をクリックし、締め切り
にしたい日を選択します。

①配信する単元範囲を確認します。

教材を選び、課題に出す範囲、
締め切りを設定します。

複数の教材をまとめて課題に出
したい場合、締め切りを
一括で設定することも可能です。
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②保存済の課題を選び、配信する生徒を選びます。
クラス単位または個人ごとに配信先を選択するこ
とが可能です。

①「生徒選択」タブを開きます。

１.【全先生共通】課題の設定

課題配信画面

担任クラス以外のクラスも選択肢として表示されます
ので、選択・チェックされる際、配信先クラスが適切か
どうか、ご確認ください。

次に配信先の生徒を選択します。

この画面の保存ボタンは、画面を次に移すため
の仮の保存ボタンです。
次ページ（次画面）の「保存確定」をクリックす
ることで、サーバにデータが保存されます。
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②配信をクリックします

①配信したい課題にチェックを入れます。

２.【全先生共通】課題の配信と保存

課題配信画面

「保存確定」後、締め切りや配信先を変更する場合、
こちらの「編集」ボタンから編集が可能です。

課題作成後すぐに配信しない場合は、「保存確定」をク
リックして、「保存確定」してください。

ここで課題名を変更することも可能です。

課題を配信します。

前ページ記載の「保存」だけではサーバ上
に保存されません。課題配信せずに、この
画面を離れる際は、必ず、本画面の
「保存確定」をクリックしておいてください。

配信済の課題は
削除できません。



45

３.【全先生共通】教材利用状況の確認

課題結果画面

①課題結果画面を開き、
見たい教材を選択します。

課題結果画面_単元別生徒一覧

②「単元別生徒一覧」では、全単元・
全生徒の取り組み状況を一覧で見る
ことができます。
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３.【全先生共通】教材利用状況の確認

課題結果画面

①全単元一覧を選択します。

課題結果画面_全単元一覧

②「全単元一覧」では、特定の生徒
を選択し、その生徒の取り組み状況
を詳しく見ることができます。
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サポートサイトとお問い合わせ窓口

本サービスでご不明な点がございましたら、以下のサポートサイトに、よくある質問（ＦＡＱ）や

マニュアルなどを掲載しておりますので、ご参照ください。

https://www.sing.co.jp/ict/giga-edition-support/

上記のサポートサイトでも解決しない場合は、下記サービス窓口までご連絡ください。

Lenovo GIGAスクールサービス窓口

giga_svc@lenovo.com

営業日：月曜～金曜 9:00-18:00（レノボ月次指定休業日を除く）

mailto:giga_svc@lenovo.com
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